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ポストモダンのお伽噺
─ Angela Carterの The Bloody Chamber（1979）論─
相　　田　　明　　子
I.　はじめに
　（1）　アンジェラ・カーターとお伽噺
　アンジェラ・カータ （ーAngela Carter）は世界中のフェアリーテイル（fairy 
tale）を集めた The Virago Book of Fairy Tales （1990）のイントロダクション
において，口承伝統から発生したフェアリーテイル，フォークテイル，と
いったストーリーはどれも男と女の労働が世界を創造した頃の彼ら・彼女
らの元々のイマジネーションと関連している，即ち，現代の我々のイマジ
ネーションに関する最も根源的なものである，と言及している。1これは，
現代に語り継がれているお伽噺の中には，人間同士の関係，あるいはイマ
ジネーションにおける何らかのプロトタイプが詰まっている，ということ
を意味する。こういったことをふまえてカーターは，ポストモダンのフェ
ミニスト作家として，伝統的なお伽噺を変容させ，そのイマジネーション
について現代的な修正を加えることによって，我々の周囲に存在する「物
語」が現実社会の実態にどのように従事しているのかということを明らか
　 本稿は 2016年 12月 10日に行われた東北学院大学英語英文学研究所定例公開
講演会に於ける講演「おとぎ話の可能性」を元にしている。
1　fairy tale に関するカーターの定義については The Virago Book of Fairy Tales. ix-
xxiiを参照。
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にしながら（元来のお伽噺の役割と同じように）何らかの教訓を提示しよ
うとしている。
　本論では，カーターの行ったお伽噺の読み直しの作業の中から The 
Bloody Chamber（1979）をとりあげたい。The Bloody Chamberは，シャルル・
ペロー（Charles Perrault, 1628-1703） の Bluebeard （『青ひげ』）のプロット
を借用し，「語り手」がフェアリーテイルの伝統的な枠組みに身を委ねた
自分の経験について語っている。すなわち，The Bloody Chamberでは，ペ
ローのプロットを模倣することで Bluebeardのストーリーを再生産しなが
ら，フェミニスト的観点からの脱構築的要素も組み込むという 2重の試み
が展開されているのである。お伽噺が時代の妥当性を教育する物語である
ならば，それは現代においてどのような変容をとげているのだろうか。ペ
ローの Bluebeardから約 300年を経て書き直された The Bloody Chamberに
ついて，両者を比較することで見えてくる，お伽噺の現代的な解釈の可能
性を探求してみたい。
　（2）　ペローのお伽噺
　フェアリーテイル（「お伽噺」）は元来，口承を媒介とした，聴かせるこ
と，伝えることを目的としたおはなしのことであった。この「口承お伽噺」
（oral tale）では，物語の内容は紙に書かれておらず，語り継がれることが
唯一の継承の手段であった。大方のストーリーに充当する決まり事は，不
利な立場にあった主人公が利益を得て，最終的には人生の成功を収めると
いうものであり，「恵まれない境遇にある主人公が，奇跡のような変容を
遂げて永遠の幸せを得る」というプロットが共通していると考えられてい
る。一方で，紙に「書かれた」物語を誰かが声に出して読む，あるいは読
者自身が文字を読んでストーリーを楽しむ，という行為は「文芸お伽噺」
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（literal tale）の成り立ちと共にフランスで起こるのだが，この一連のプロ
セス，すなわち，口承を媒体として流布していた物語の内容を，書き言葉
として文字で記したのは，他でもないシャルル・ペローであった。2 
　パリの中産階級の家庭に生まれ，作家，詩人，行政官，Academie Fran-
çaiseの会員等の肩書を併せ持っていたペローは，ヨーロッパにおける文
芸お伽噺の第一人者とされ，幾つかの韻文の物語を含んだ彼のほぼ全ての
作品が西洋に於ける「お伽噺」の古典的キャノンとなっている。パリでは
17世紀頃までに，貴族の女性たちによって作られた「文学サロン」が華
やいでおり，そこではしばしば民話のモチーフや物語のコンヴェンション
を組み込んで遊ぶような室内でのゲームが行われていた。参加した女性達
は，ウイットを利かせたり修辞法を用いたりして物語を作ることで優雅で
楽しい時間を過ごしていた。男性のペローは，姪（Mlle Lhéritier）のサロ
ンを頻繁に訪問していた。この時期のペローは女性に対する風刺を公にす
るボアロー（Boileau）やラシーヌ（Racine）をひどく嫌っており，積極的
に女性の知性を称賛する立場を取っていた。そういったペローの態度も影
響し，このサロン内の女性たちは，文字によるフェアリーテイル（「文芸
お伽噺」）に関して他に類をみないような流行りを生み出すことになる。
そして，このサロンとの関わりが，ペローによる Histoires ou contes de 
temps passé（1697）の発表へと繋がって行く。3　
　「文学というものは，その時代に於いて常にモダンであらねばならない」
という信条を徹底させることによって，ペローは自分が知っている民話の
2　お伽噺についての一般的事項やシャルル・ペローに関しては，Zipes（2006）を
参照。
3　Histoires ou contes de temps passé （『ペロー童話集』）には Blue Beardをはじめとし
た，現代でもお馴染みの Sleeping Beauty, Little Red Riding Hood, Cinderella, Tom 
Thumb, Riquet with the Tuft, Puss in Boots, The Fairiesが含まれており，どのおは
なしにも最後に 2つのアイロニカルなモラルが添えられている。
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モチーフや文学的主題を用いて，最先端の文芸お伽噺を創作した。また，
当時のフランスでは，口承伝統により人々に既に浸透していた「おはなし」
や「言い伝え」の中に備わっている社会的規範を「書き言葉」に適応させ，
社会への定着化を図る必要性が生じていた。このような時代の流れを汲み
ながら，ペローは 1696年に童話集の発表に至ったと思われる。さらに，
この試みは，当時のフランス人の間に十分に流布していた民話──物語中
に迷信や信仰，または魔法が機能している類の民話──を，当時の新しい
文学的アプローチを交え，且つ，幅広く大人を魅了する教訓的な物語（re-
alistic tale）に変容させるという野心的な企てでもあった。同時に，この
ことはペローにとって，ヨーロッパにおける教養の発展途上に，フ
・ ・ ・ ・
ランス
人
・
作家が新しい視点を吹き込むということを（他のヨーロッパ諸国に）知
らしめる行為でもあった。
　（3）　Bluebeardにおける女性への訓告
　ここでは，ペローが当時の女性に対してどのような態度であったのか，
そしてそれがどの程度作品に照射されているのかを確認しておきたい。
　先に述べたように，ペローは，姪のサロンを頻繁に訪れ，サロン内での
女性の知性の開花を大いに奨励し，女性への風刺を公にする知識人男性た
ちに対して痛烈な批判をした。しかしながら，ジャック・ザイプスによる
と，ペローは，一方で，そういった才能は家庭の中や自分が関与する社会
的な領域で使うに留めるべきだという姿勢を固持しており，これは，ペロー
がお伽噺のなかで繰り返し再現する女性に対する訓告・警告の内容に一致
していると解釈できる。ペローの Bluebeardのプロットを簡単に述べると，
「醜い外見をした大金持ちの男が，財産の力によって，彼の外見を容赦し
た若い娘と結婚する。結婚後，男は突然家を留守にすることになり，屋敷
4
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の全ての扉の鍵を妻に渡しながら，どの扉を開けても良いが，ひとつだけ
絶対に開けてはならない扉があると警告する。しかし娘は好奇心に負けて
その扉を開けてしまい，男が殺人者であることを知ってしまったところに，
男が急遽戻って来る。男は約束を守らなかった罰として妻を殺そうとする
が，彼女は殺される寸前のところを救出される」というものである。
　ペローのお伽噺には，韻文によるアイロニカルなモラル（‘Moral’）が最
後に添えられているという特徴があり，これは物語を読み終えた読者に対
して，物語中で提示された規範を反復する機能を持っていた。Bluebeard
における教訓のひとつは次のようなものである。4
Moral
Curiosity is a charming passion but may only be satisfied at the price of a thou-
sand regrets; one sees around one a thousand examples of this sad truth every 
day. Curiosity is the most fleeting of pleasures; the moment it is satisfied, it 
ceases to exist and it always proves very very expensive. （Bluebeard, 9）
　好奇心に身を任せて夫の言いつけに背いた結果，厳しい罰を受けること
になった妻の姿は，「誘惑に負けて（女性が）あとさき顧みずに行動すると
大変な目に遭う」というモラルの言い聞かせとなっている。このようにペ
ローの Bluebeardは当時，女性の好奇心と誘惑に対して警告を与える規範的
な物語として機能していた，という解釈が伝統的なものとなっており，こ
こから，女性の知性や受容性を高く評価しながらも，その才能は小さな世
界で花開かせるだけで十分であるというペローの思いの投影が読み取れる。
4　本論における Bluebeardの英語訳は，アンジェラ・カーターが行ったものを使
用する。カーターは 1977年 The Fairy Tales of Charles Perraultを出版，ペローの
おとぎ話の英語訳を完成させた。The Bloody Chamberはこの後 1979年に発表さ
れた。
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　しかしながら，このようなモラルの提示は，確かにある一定の規律を説
きながらも，「めでたしめでたし」で終わる物語（Bluebeardにおいて，娘
は「青ひげの残した財産で姉と兄弟を幸せにした後，自分も青ひげのこと
を忘れさせてくれる男性と結婚をして幸せに暮らす」というハッピーエン
デイングを迎える）を読み終えた読者に対して，各々の視点からの解釈を
促す余地を与えるという機能を果たしているようにも思われる。そしてそ
の余地こそが，ペローのお伽噺が現代社会においても受容され続けている
理由ではないだろうか。一見したところ（17世紀フランス社会において）
女性を擁護する立場を取りながらも，自分が描く物語中において女性の行
動を制御する，というペローの姿勢は，現代風に見るならば相矛盾するも
のと捉えられるであろう。この矛盾が指摘され修正されるのは 20世紀を
待たねばならないが，ともかくも，ペローは 17世紀フランスの上流社会
における規範の順守と新しい文学的アプローチとの折衷のなかで，女性が
自身の権利を行使することの必要性を強調する民話，あるいはお伽噺の主
題を用いて「文芸お伽噺」としての Bluebeardを完成させるに至ったので
ある。5
5　17世紀フランスに於いて，お伽噺の対象は子供ではなく大人であった。当時の
フランスでは児童文学それ自体が存在しておらず，他の多くの同時代の作家が
そうであったように，ペローはフェアリーテイルを文学サロンにいる同輩のた
めに書いたのであって子供向けに書いたわけではなかった。ペローのお伽噺が
児童文学に取り入れられるのは 18世紀になってからのことで，当時まず初めに，
呼び売り商人が売って歩いた物語などの小冊子（chapbook）等として売られる
ことで流布し，それが英語・ドイツ語・スペイン語や他のヨーロッパの言語に
翻訳され，19世紀になってようやく子供の絵本として印刷されることによって，
フランスや他のヨーロッパ諸国において，子供のための物語としての古典的な
形態をとって行く。1890年には映画化され，その後はデイズニーの映画になる
などして大衆化するが，『青ひげ』は，あまりに残酷だという理由で，1950年
代中に児童文学（Children’s literature）の分野から，外された経緯がある。
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II.　ポストモダンのフェアリーテイル
　ここでは「文芸お伽噺」の成立によるペローの『青ひげ』から約 300年
の時を経て，アンジェラ・カーターによって書き直された『青ひげ』の物
語 The Bloody Chamberをとりあげ，時を隔てたふたつの「青ひげ」のおは
なしを読むことでみえてくるお伽噺の解釈の可能性を考察したい。カー
ターによって書き直された『青ひげ』を読むとき，また，2つの『青ひげ』
を比較するとき，読者はどんな教訓を学ぶことになるのだろうか。
　既に述べたように，Carterのお伽噺に対するスタンスは明確なものであ
る。現代に語り継がれるお伽噺の中には，我々の人間関係におけるイマジ
ネーションに関する何らかのプロトタイプが詰まっているのであろうか
ら，伝統的なフェアリーテイルを変容させたり，イマジネーションについ
て書き改めることで，物語が「いま」の現実社会の実態にどのように従事
しているのか（あるいはどの程度従事していないのか）ということの妥当
性を読者に向けて問うているのである。
　本論では，The Bloody Chamberに於いてカーターが行った書き直しの作
業の中でも，「語り手」，「母親」そして「音楽」に焦点を充てたい。「語り
手」と「母親」という主題に関しては，殊更ポストモダンのフェミニスト
作家らしい修正点であると思われるのだが，ペローの Bluebeardのストー
リー中には存在しない「音楽」に関連するイメージが，The Bloody Cham-
berの物語の冒頭から終焉まで浸透していることにはどのような意味があ
るのだろうか。併せて考察してみたい。
　（1）　「わたし」が語るお伽噺
　「口承お伽噺」に端を発するペローの Bluebeardに於いて，ストーリー
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を進行するのは，予め物語の全容を知っていて進行を専門とする第三者「語
り手」の役割である。Bluebeardは，いわゆる「お伽噺」の伝統的な語り
によってはじめられる。
　There once lived a man who owned fine town houses and fine country hous-
es, dinner services of gold and silver, tapestry chairs and gilded coaches; but, 
alas, God had also given him a blue beard, which made him look so ghastly that 
women fled at the sight of him. （Bluebeard, 1）
一方，カーターの The Bloody Chamberの冒頭は以下のようにはじめられる。
I remember how, that night, I lay awake in the wagon-lit in a tender, delicious 
ecstasy of excitement, my burning cheek pressed against the impeccable linen 
of the pillow and the pounding of my heart mimicking that of the great pistons 
ceaselessly thrusting the train that bore me through the night, away from Par-
is, away from girlhood, away from the white enclosed quietude of my mother’s 
apartment, into the unguessable country of marriage.
　And I remember I tenderly imagined how, at this very moment, my mother 
would be moving slowly about the narrow bedroom I had left behind forever, 
folding up and putting away all my little relics, the tumbled garments I would 
not need any more, the scores for which there had been no room in my trunks, 
the concert programmes I’d abandoned; she would linger over this torn ribbon 
and that faded of loss as if, when he put the gold band on my finger, I had, in 
some way, photograph with all the half-joyous, half-sorrowful emotions of a 
woman on her daughter’s wedding day. And, in the midst of my bridal triumph, 
I felt a pang eased to be her child in becoming his wife. （The Bloody Chamber, 
11） 
　物語は “I remember how, that night, . . .” と，やや唐突に，「わたし」が「あ
の夜」の記憶を語り始めることによって開始される。この「わたし」とは，
8
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ペローの Bluebeardで言うところの金持ちの男と結婚する「娘」のことで
あり，The Bloody Chamberでは，「娘」が一人称 ‘I’を用いて「語り手」の
役割を務めている。物語のストーリーは，ペローの Bluebeardのプロット
を借用しているので，話の筋は変わらず，進行役が「わたし」となる。す
なわち──「わたし」は，外見は醜いが大金持ちである男と結婚し，「わ
たし」は夫の留守を預かる際に屋敷の全ての部屋の鍵を渡され，ひとつだ
け開けてはいけない扉があると警告されたにも関わらず，「わたし」は誘
惑に負けて開けてしまい，その部屋で前妻たちの死体を発見する。そこに
帰宅が早まった夫が舞い戻って「わたし」の行動に腹を立て，約束を破っ
た罰として「わたし」を殺そうとするが，その寸前に「私」は救出される
──ということになる。「わたし」は，夫（Marquis）との結婚生活からの
「生存者」であり，その「犠牲」になりかけた恐怖の体験を語っているこ
とになるのだが，それは即ち，フェアリーテイルの伝統的な枠組みに身を
委ねた自分の経験を主体的に語るという行為でもある。したがって「わた
し」には，伝統的なフェアリーテイルのなかでは決して描かれることのな
かった，結婚した後に起こった事柄を暴露することも，自分の身に起こっ
た主体性に纏わる自己矛盾についての説明を再現することも可能なのであ
る。このように The Bloody Chamberではペローの Bluebeardのストーリー
を再び辿りながら，同時に 17歳であった「わたし」の経験が主体的に語
られる。カーターは，フェアリーテイルのストーリーが，語り手や創作者
の人生の実質性をどのように伝達するのかという方法に非常に興味を持っ
ていたようなのである。
　“I remember…”で始まる冒頭部分では，Marquisとの結婚を承諾した少
女が，夫の屋敷に向かう寝台車のなかで，結婚に対する甘美な期待と興奮
によって眠れずにいる様子が再現されている。寝台車は少女を，母と暮ら
9
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したパリのアパートの一室から，Marquisとの結婚生活を送る見知らぬ土
地の大きな屋敷へと運ぶが，これは「わたし」が少女時代に別れを告げて
「妻」となる覚悟を固めて行く道程として描かれている。「わたし」にとっ
て，母との別離，また，思い出深い持ち物を母の部屋に置いてくることは，
少女時代の終焉を示している。
　ペローの Bluebeardでは，少女が青ひげからの求婚を受諾するまでには
8日間かかっている。男が美しい姉妹と親しくなるため，贅の限りを尽く
した 8日間の宴会を行った結果，姉妹のうちの妹が，男の容貌を気にしな
くなり結婚を受諾する。
　Everything went so well that the youngest daughter began to think that the 
beard of the master of the house was not so very blue, after all; that he was, 
all in all. A very fine fellow.
　As soon as they returned to town, the marriage took place. （2） 
それでは，カーターの描く少女はどのように求婚に応じるのだろうか。「わ
たし」は，そのときの自分を省みて “I was seventeen and knew nothing of 
the world”（113）と言っている。Marquisが自分のことを，オペラ座の一
番高額な席に招待したり，高価な贈り物が次々と届けられたりするうちに，
「わたし」は段々と，自分が社会的身分の高い大富豪に愛される価値のあ
る娘であり，そんな彼の愛情に応えなければならない，と思い込んで行く。
この，求婚を受諾する過程は，ペローの描写に近いものと判断できるが，
カーターの描く少女には次のようなストーリーが加えられており，それに
よると，どうやら「わたし」は，単に受動的に運命を受け入れるヒロイン
として描かれているのではないことが分かる。
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　He was rich as Croesus. The night before our wedding─ a simple affair, at 
the Mairie, because his countess was so recently gone─ he took my mother 
and me, curious coincidence, to see Tristan. And, do you know, my heart 
swelled and ached so during the Livestod that I thought I must truly love him. 
Yes. I did. On his arm, all eyes were upon me. . . . So, for the opera, I wore a 
sinuous shift of white muslin tied with a silk string under the breasts. And ev-
eryone stared at me. And at his wedding gift. 
His wedding gift, clasped round my throat. A choker of rubies, two inches 
wide, like an extraordinarily precious slit throat.
　. . . I saw him watching me in the gilded mirrors with the assessing eye of a 
connoisseur inspecting horseflesh, or even of a housewife in the market, in-
specting cuts on the slab. I’d never seen, or else had never acknowledged, that 
regard of his before, the sheer carnal avarice of it; and it was strangely magni-
fied by the monocle lodged in his left eye. When I saw him look at me with 
lust, I dropped my eyes but, in glancing away from him, I caught sight of myself 
in the mirror. And I saw myself, suddenly, as he saw me, my pale face, the way 
the muscles in my neck stuck out like thin wire. I saw how much that cruel 
necklace became me. And, for the first time in my innocent and confined life, I 
sensed in myself a potentiality for corruption that took my breath away.
　The next day, we were married.（The Bloody Chamber, 114-5）
　これは，「わたし」が，Marquisが贈った贅沢なドレスとルビーの首飾
りを身に着けて出かけたオペラ座で，ふと目にした鏡の中に，「わたし」
の姿を情欲的に眺めるMarquisの視線に気が付く場面である。少女は，男
の肉欲的な視線のなかにいる自分の姿を認識することによって，自分の身
体の価値を意識し始める。少女は，ただ受動的に運命を受け入れるだけの
無垢な少女から，徐々に，その結婚が年齢や階級や権力といった全てにお
いて住む世界の異なる男との契約を受諾すること，自分にはそれほどの価
値があることを認識するに至る。つまり，もたらされる誘惑を意識的に享
受し，それを自分の運命とする選択を自ら下しているのである。また，真っ
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赤なルビーの首飾りが驚くほど似合う自分を鏡の中に認めるとき，Mar-
quisにとって理想的な女性性を装うことができる自分の可能性に気付き，
エロテイックな挑発に巻きこまれて行く覚悟を決める。少女はこうして，
自分のことを，まるで狼に捧げる羊のレベルに貶めながらも，眼前に用意
された誘惑に従うことで，大富豪の妻という地位が保証される結婚という
システムのなかに，意識的に自分を挿入している。6
　（2）　ヒロインの「母親」
　「語り手」の機能に次いで，カーターが行った大幅な修正事項として「母
親」に纏わるストーリーの加筆が挙げられるだろう。ペローの Bluebeard
のなかでは，存在が確認できる程度の言及に過ぎなかった母親の存在を7，
カーターは，物語の内容に於ける重要な人物として描き加えている。例え
ば The Bloody Chamberにおける母親は，年齢が離れていて 3度の離婚歴を
持った大金持ちの男からの求婚を不審に思っていて，何度も娘に「本当に
彼を愛しているのか？（“Are you sure. . .?”）」と確認をする。
　Are you sure, she’d said when they delivered the gigantic box that held the 
wedding dress he’d bought me, . . . Are you sure you love him ? . . . My eagle-
featured indomitable mother; what other student at the Conservatoir could 
boast that her mother had outfaced a junkful of Chinese pirates; nursed a vil-
lage through a visitation of the plague, shot a man-eating tiger with her own 
hand and all before she was as old as I ?
　‘Are you sure you love him ?’
　‘I’m sure I want to marry him,’ I said.
　And would say no more. She sighed, as if as if it was with reluctance that 
6　Atwood（1994 : 117-35）を参照。
7　“A certain neighbor of his was the mother of two beautiful daughters.”（1）という
程度の言及に留まる。
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she might at last banish the spectre of poverty from its habitual place at our 
meagre table. For my mother herself had gladly, scandalously, defiantly beg-
gared herself for love.（111）
　ここでは，正義感に溢れた逞しい母親の姿が描写されている。夫，つま
り少女の父親との愛ある生活のためには，貧乏をものともしないような潔
さがあり，その夫が戦死した後は，いつでも万が一の時のためにと形見の
ピストルを懐に忍ばせて娘の身を守り，自分の結婚指輪や宝石を売ってま
でも音楽学校でピアノを学ぶ娘をサポートしてきた。母親の，「本当に彼
を愛しているのか」，という問いかけに，「本当に彼と結
・ ・
婚し
・ ・ ・
たいのよ」と
答える「わたし」は，母と暮らした狭い部屋を出る際に，楽譜やコンサー
トのプラグラムといった音楽に関係する荷物を，鞄に入れる余地がなく「も
う必要がないもの」として意図的に置いてくる。自立の手段になったはず
の音楽を放棄するということは，全てを捧げる結婚を受諾することについ
ての象徴的な行為と言えるであろう。
　寝台車のなかで，母との「貧しい食卓（“our meagre table”）」（111）か
ら抜け出した少女は，目的地である夫の屋敷を “the magic place, the fairy 
castle whose walls were made of foam”という表現を用いて夢見心地に思っ
ている。そしてその頃には，夫が生まれた先祖伝来の屋敷で跡継ぎを産む
ことを，自分の運命（“my destiny”）だと受容するほどに「妻」になる覚
悟を決めている。
　屋敷に到着し，案内された寝室には，パリの自分の部屋の広さと同じく
らいの大きなベッドが置かれ，周辺の壁は金箔に縁どられた鏡が張り巡ら
されている。
13
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　And there lay the grand, hereditary matrimonial bed, itself the size, almost 
of my little room at home, with the gargoyles carved on its surfaces of ebony, 
vermilion lacquer, gold leaf; and its white gauze curtain, billowing in the sea 
breeze. Our bed, And surrounded by so many mirrors ! Mirrors on the walls, 
in stately frames of contorted gold, that reflected more white lilies than I’d 
ever seen in my lie before. . . . ‘See,’ he said, gesturing towards those elegant 
girls. ‘I have acquired a whole harem for myself !’ 
　I found that I was trembling. My breath came quickly. I could not meet his 
eye and turned my head away, out of pride, out of shyness, and watched a doz-
en husbands approach me in a dozen mirrors and slowly, methodically, teasing-
ly, unfasten the button of my jacket and slip it from my shoulder. . . . And yet, 
you see, I guessed it might be so ─ that we should have a formal disrobing of 
the bride, a ritual from the brothel. Sheltered as my life had been, how I have 
failed, even in the world of prim bohemia in which I lived, to have heard hints 
of his world ? . . . And so my purchaser unwrapped his bargain. And, as at the 
opera, when I had first seem my flesh in his eyes, I was aghast to feel myself 
stirring. （118-9）
　カーターはよく作品中に鏡の場面を描く。それは大抵，自分の外見をナ
ルシスティックに見るための鏡ではなく，視るものが，自分の姿を客観的
に捉えるための鏡なのである。8ここでは，壁一面に張り巡らされた鏡の中
に何人もの妻の姿が映し出され，それらを指して夫が「ハーレムを独り占
めしているようだ」と言うとき，「わたし」はぞっとして身体が震えだす。
「わたし」は鏡に映る自分とMarquisとの行為─ “a formal disrobing of the 
8　「鏡」の場面の描写については，1960年代の初期作品に見られるものと 70年代
以降のものとでは，カーターの描写の仕方が異なっている。例えば The Magic 
Toyshop（1967）の冒頭にある鏡の場面ではMelanieが自身の裸体を鏡に映しな
がら，成熟し始めた自分の身体をナルシスティックに眺めているが，70年代以
降になると，ヒロインたちは鏡の中の自分を客観的に視ることによって，セク
シュアリティや女性性が，いかにパフォーマティヴな行為であるのかを認識す
る装置としての機能を果たすようになる。後者の代表例には The Flesh and the 
Mirror（1974）やWolf-Alice（1979）等がある。また，この変遷にはカーターの
日本滞在（1968-71）の経験が影響している。
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bride, a ritual from the brothel”─を客観的に見ながら，自分の中に眠って
いたセクシュアリティに対する欲望の目覚めを認識していく。しかし，こ
こでもMarquisは，目の前にいる「わたし」ではなく，鏡に映っている少
女の姿を見ているので，「わたし」は鏡にむかって魅力的な女性の演技を
しているような気持になっていく。現実の「わたし」ではなく鏡の中に映
る私の姿の美しさに対する異様な執着を示す夫のフェティッシュな態度を
目にして，少女は不穏なものを感じ始める。さらに，Marquisが「もう今
はそんなことはしないが，君の純潔を表す血の付いたシーツを，村中の者
に見せたいものだ（“We do not hand the bloody sheets out of the window to 
prove to the whole of Brittany you are a virgin, not in these civilized times”）」
（122）と，花嫁が処女であったことを示すために行われていたという中世
の慣習を持ち出した時，夫の心を奪ったものは自分自身というよりも，自
分の純潔であったことに気が付き衝撃を受ける。「わたし」は自分がセク
シュアリティやお金への期待と欲望を持って意識的に誘惑に導かれてきた
こと，さらに，その期待や欲望の現実はどうやら思っていたように甘美な
ものではなかったことに気付くに至る。
　さて，筋書き通り，Marquisは急な仕事のために家を空けることになる。
同じ場面で，ペローのおはなしの夫は次のように妻に鍵を渡し，「もしド
アを開けたら，怒りは何物をも容赦しない」と警告をしてから出かけて行
く。
　“Look !” he said to her. “Here are the keys of my two large attics, where the 
furniture is stored; this is the key to the cabinet in which I keep the dinner 
service of gold and silver that are too good to use every day; . . . Use these 
keys freely. All is yours. But this little key, here, is the key of the room at the 
end of the long gallery on the ground floor; open everything, go everywhere, 
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but I absolutely forbid you to go into that little room and, if you so much as 
open the door, I warn you that nothing will spare you from my wrath.”
　She promised to do as he told her. He kissed her, got into his carriage and 
drove away.（2-3）
　
　一方，カーターはというと，夫が妻に家中の鍵を渡す場面はペローの物
語とよく似ているが，鍵をめぐるMarquisと少女の対話のなかに，「わたし」
のなかに芽生えた夫への愛情や執着のような感情（“What is that key ?” “the 
key to your heart ? Give it me !”）を書き加えることによって，「扉を開け
たい」という思いを，単なる好奇心では表現しきれない，妻となった少女
の葛藤を暴露する場面に仕立て上げている。
　Keys, keys, keys. He would trust me with the keys to his office, although I 
was only a baby; and the keys to his safes, where he kept the jewels I should 
wear, . . . One single key remained unaccounted for on the ring and he hesitat-
ed over it;  for a moment, I thought he was going to unfasten it from its broth-
ers, slip it back into his pocket and take it away with him. 
　‘What is that key ?’ I demanded, for this chaffing had made me bold. ‘The 
key to your heart ? Give it me!’
　He dangled the key tantalizingly above my head, out of reach of my straining 
fingers; those bare red lips of his cracked sidelong in a smile. 
　‘Ah, no, ‘ he said. ‘Not the key to my heart. Rather, the key to my enfer.’. . . 
‘Every man must have one secret, even if only one, from his wife,’ he said. 
‘Promise me this, my whey-faced piano-player; promise me you’ll use all the 
keys on the ring except that last little one I showed you. Play with anything 
you find, jewels, silver, plate; make toy boats of my share certificates, if it 
pleases you, and send them sailing off to America after me. All is yours, ev-
erywhere is open to you －except the lock that this single key fits.（124）
　夫は，住み込みのピアノ調律師を手配しておいたことを言い残して
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ニューヨークへ出かけてしまう。Marquisの結婚は 4度目で，3人の前妻
たちは皆行方不明になっていた。各々に評判が高かった 3人の妻たちと，
ただ若くて色白のピアニストである自分を比べて，「わたし」はなぜ夫が
自分を選んだのかが理解できず，その疑念がMarquisの言い残した言葉
（“Every man must have one secret, even if only one, from his wife,”）に相まっ
て，「わたし」の不安と妄想をかきたて，開けてはいけない扉への執着が
強くなって行く。留守番を預かった「わたし」は何をしてよいのかが分か
らず，夫が用意したピアノを弾いて気を紛らわせることにする。結婚のた
め放棄したように思われた音楽との関係は，このように結婚の成就後も継
続されることになる。そこに Jean-Yvesと名乗る盲目で杖をついたピアノ
調律師が現れる。Jean-Yvesは灰色の瞳をした穏やかな表情をした少年で，
「わたし」の演奏が気に入ったので少しの間近くで聴かせてほしいと頼み
込む。「わたし」は，音楽を愛する気持ちを共有できることに安堵感と心
地良さを覚え，彼が傍らで演奏を聴くことを快諾する。Jean-Yvesが盲目
であることから，このとき「わたし」は「見られる」対象にはないのだが，
何故だか Jean-Yvesには，音色を通して自分の心の中を見透かされている
ような気がすることが述べられている。このピアノの調律師はカーターが
創作した登場人物であり，屋敷に残された「わたし」にとって唯一心を許
せる存在となることからも，彼には何らかの重要な役割が期待されるとこ
ろなのだが，もはや使用人と親密に接することが許される立場ではないこ
とを「わたし」が思い出すことで二人の間の距離はこれ以上に接近するこ
とはない。こうして「わたし」は再び，夫の帰宅を待つ膨大な時間と向き
合うことになる。このあたりは， 受動的な選択に徹してきた「わたし」が，
はじめて主体的に行動するという状況に相対した際の動揺が強調される場
面になっているように思われる。 焦燥感と不安に耐え切れず， 「わたし」
17
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は，床に就く前の小さな楽しみにと思っていた母親への電話を，時間を早
めてしてしまう。
. . . I could contain myself no longer. I telephoned my mother. And astonished 
myself by bursting into tears when I heard her voice.
　No, nothing was the matter. Mother. I have gold bath taps.
　I said, gold bath taps !
　No; I suppose that’s nothing to cry about, Mother.
　The line was bad, I could hardly make out her congratulations, her ques-
tions, her concern, but I was a little comforted when I put the conceiver down. 
（127）
　「わたし」は母の声を聴いて急に泣き出してしまい，事情を尋ねる母に「黄
金のお風呂の蛇口があるのよ，お母さん！」などと誤魔化しているうちに，
電話線の状態が悪くて電話は切れてしまう。母の声を聞いて幾らか気をと
り直したものの，夜が深まるにつれて再び孤独に耐え切れなくなった「わ
たし」は鍵を使って家中を探求する。この時点では「わたしは，夫の本性
の印を求めて，すべての財宝を探し回ろうと決意した （“I was determined, 
now, to search through them all for evidence of my husband’s true nature”）」
（127）．と述べられているように，夫の愛情に纏わる秘密事項を探索した
いという可愛らしい好奇心のつもりで，屋敷中をくまなく探すのだが，何
も見つからない。もしかすると夫は今も他の女性に会いにいっているので
はないか，という妄想や嫉妬心が膨らむと，ますます例の扉が気になり，
ついに禁じられた部屋に入ってしまう。
　不思議なほどに恐怖心はなく，むしろ体の底から湧き出て来る度胸と勇
気を自覚する「わたし」は陰気な部屋を奥へと進み，3人の前妻の死体に
遭遇する。防腐処置を施され生前の美しさを留める妻，頭蓋骨がバラで飾
18
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られた妻，そして最近亡くなったであろう 3番目の妻は百本もの釘で打ち
抜かれている。驚いた「わたし」は，ペローの青ひげの妻と同じように，
血だまりの中にカギを落としてしまい，やはりその血はいくら拭っても絶
対に消えないので，約束を破った証拠になってしまう。こうして「わたし」
は，Marquisが欲しているのは，少女のセクシュアリティではなく死であっ
て，自分もまたコレクションの一つに加えられてあの部屋に横たわる運命
であることを思い知る。
　誘惑に負けた罪を自認しながらも，「わたし」は 4番目の死体になる運
命から脱出する手段を考え，ピアノの部屋にある電話で，母に助けを求め
ようと試みるが，電話は既に通じない。恐怖心を鎮めるためにピアノを弾
いていると Jean-Yvesがやってくる。少女から話を聞いた Jean-Yvesは，
その出来事は，「村に古くから伝わる若い娘狩りをする侯爵の話（“Oh, 
madame ! I thought all these were old wives’ tales, chattering of fools, spooks 
to scare bad children into good behavior ! Yet how could you know, a stranger, 
that the old name for this place is the Castle of Murder ?”）」（135）と同じ内
容であると言う。すると，そこに，仕事が予定より早く済んだ夫が急遽帰
宅する。
　I did not believe one word of it. I knew I had behaved exactly according to 
his desires; had he not bought me so that I should do so ? I had been tricked 
into my own betrayal to that illimitable darkness whose source I had been 
compelled to seek in his absence and, now that I had met that shadowed reality 
of his hat came to life only in the presence of its own atrocities, I must pay the 
price of my new knowledge. The secret of Pandora’s box; but he had given me 
the box, himself, knowing I must learn the secret.（137）
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鍵を返すことを執拗に要求する夫に対して，全てが夫によって仕組まれた
ものであることを感じながらも，「わたし」は懸命に夫の注意を反らそう
とする。観念した「わたし」が鍵を返すと，落胆した夫は，血の跡がつい
た鍵を妻の額に押し当てたので，額には，ハート形の血痕が付着してしま
う。夫は約束を守らなかった罰に首を刎ねること，それが妻の巡礼の証な
ので，巡礼の身支度をするようにと命じる。この場面は，ペローの Blue-
beardで妻が夫に請うた祈りの時間の書き換えである。このとき，ペロー
の描く妻の傍らには屋敷に遊びに来ていた姉がいて，後で来ることになっ
ている兄弟の到着を塔の上から見張りながら，2人で時間を稼ごうと画策
する。一方で，誰の訪問のあてもない「わたし」は，巡礼の身支度をする
ために戻ったピアノの部屋で Jean-Yvesに再会する。盲目で杖を使って歩
く Jean-YvesがMarquisと戦うことは期待できないので，ここで，Jean-
Yvesが伝統的なお伽噺に出て来る「白馬に跨るナイト」の役割を演じる
ことはない。Jean-Yvesの存在は，むしろ，ペローのストーリーのなかで
妹の傍らにいた姉の役割に近いのかもしれない。心の美しい Jean-Yvesの
存在は，死を前にした「わたし」の大いなる慰めとなり，この時点で
Jean-Yvesのことを “My lover”と呼ぶようになっている。ペローの描いた
妻が夫から 3度呼ばれたように，Marquisも 3度，断頭台のある庭に直ち
に来るように電話をかけてくる。
　Already almost lifeless, could at heart, I descended the spiral staircase to the 
music room but there I found I had not been abandoned.
　‘can I be of some comfort to you,’ the boy said. ‘Though not of much use.’
　We pushed the piano stool in front of the open window so that, for as long as 
I could, I would be able to smell the ancient, reconciling smell of the sea that, 
in time, will cleanse everything scour the old bones white, wash away all the 
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stains. The last little chambermaid had trotted along the causeway long ago 
and now the tide fated as I, came tumbling in, the crisp wavelets splashing on 
the old stones. 
　‘You do not deserve this,’ he said.
　‘Who can say what I deserve or no ?’ I said. ‘I’ve done nothing; but that may 
be sufficient reason for condemning me.’
　‘You disobeyed him,’ he said. ‘That is sufficient reason for him to punish 
you.’ 
　‘I only did what he knew I would’.
　‘Like Eve,’ he said.
　The telephone rang a shrill imperative. Let it ring. But my lover lifted me 
up and set me on my feet; I must answer it. The receiver felt heavy as earth.
　‘The courtyard. Immediately.’
　My lover kissed me, he took my hand. He would come with me if I would 
lead him. Courage. When I thought of courage, I thought of my mother. Then 
I saw a muscle in my lover’s face quiver. （140） 
　このように「わたし」は Jean-Yvesの慰めに勇気を得，母の勇敢さを思
い出しながら（“When I thought of courage, I thought of my mother”）庭に
降りて行く。「わたし」には恐怖よりも，Jean-Yvesの目が見えないことで，
彼には自分の額についたハート型の血痕も，自分の死にゆく姿も見えない
ことを嬉しく思っている。
　死を覚悟した「わたし」が断頭台に頭を垂れたそのとき，馬に跨った人
物が勇ましく儀式に割って入ってきて，Marquisに銃を向ける。
　You never saw such a wild thing as my mother, her hat seized by the winds 
and blown out to sea so that her hair was her white mane, her black lisle legs 
exposed to the thigh, her skirts tucked round her waist, one hand on the reins 
of the nearing horse while the other clasped my father’s service revolver and, 
behind her, the breakers of the savage, indifferent sea, like the witness of a fu-
rious justice. And my husband stood stock still, as if she had been Medusa . . . 
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Now, without a moment’s hesitation, she raised my father’s gun, took aim and 
put a single, irreproachable bullet through my husband’s head. （142）
　
　銃でMarquisの頭を撃ったのは，「わたし」の母であった。馬に乗った
勇ましい女の突然の乱入に夫は一瞬呆然とするが，「わたし」が断頭台か
ら起き上がろうとしている姿を見て，すぐさま再び剣を振りかざし「わた
し」に襲い掛かろうとする。しかし，勇敢な母は一瞬のためらいもなく夫
の頭を撃ち抜き，「わたし」を救出する。母の使った銃は，いつも携帯し
ていた「わたし」の父親の形見の銃であった。
　西欧的な伝統における神話や物語の中で，母親は暗黒の大陸や影のよう
に扱われ，息子との関係に於いて殺されたり，父なる法によって欲望を禁
じられることで，その存在を象徴的に抹消されてきた。9しかしカーターは
伝統的なフェアリーテイルのプロットを用いて，子供を産み育てるだけで
はなく，強い意志と理性を併せ持つ勇敢な母親を描き，子に対する愛情と
欲望を肯定的に描くことで母親に活躍の場を与えている。そしてさらに，
それが，フェアリーテイルのプロットのなかでは語られては来なかった母
親と娘の関係の肯定的な意味づけへと発展させられている点に，カーター
の書き換えの意義がある。もし母親が来なければ，少女は首を切り落とさ
れ，あの部屋に並んでいただろう。実際，少女はペローの青髭の妻と同様
に，行き過ぎた好奇心のために夫の前に頭を垂れることしかできず，
Jean-Yvesにも「わたし」を救うことはできなかった。また，ペローのプロッ
トのように，もし馬にまたがるナイト役の男性が「わたし」を救出してい
たら，「わたし」は家父長制社会の枠組みの中に再び挿入され，そのなか
でお決まりのハッピーエンデイングを迎えるしかなかったのかもしれな
9　 Irigaray（1985 : 81）を参照。
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い。
　（3）　修正されたハッピーエンディング
　ペローのおはなしは，いわゆる “happily ever after”で終結する。
　Bluebeard left no heirs, so his wife took possession of all his estate. She 
used part of it to marry her sister, Anne, to a young man with whom she had 
been in love for a long time; she used more of it to buy commissions for her 
two brothers; and she used the rest to marry herself to an honest man who 
made her forget her sorrows as the wife of Bluebeard.（8）
兄弟によって救出された妹は，自分が継いだ財産で家族を幸せにすること
が出来たし，自分も「青ひげの妻であった時の悲しい思いを忘れさせてく
れる誠実な男性と結婚する」ことによって幸福な結論を迎えることになる。
さて，ペローのストーリーでは，兄弟が予め青ひげの家に来ることになっ
ていたが，The Bloody Chamberのストーリーには母親が娘を訪問する予定
はなかった。この魔法のような出来事は，以下のように説明されている。
　I can only bless the ─ what shall I call ? ─ the maternal telepathy that sent 
my mother running headlong from the telephone to the station after I had 
called her, that night. I never heard you cry before, she said, by way of expla-
nation. Not when you were happy. And who ever cried because of gold bath 
taps ?
　The night train, the one I had taken; she lay in her berth, sleepless as I had 
been. When she could not find a taxi at the lonely half, she borrowed old Dob-
bin from a bemused farmer, for some internal urgency told her that she must 
reach me before the incoming tide sealed me away from her for ever. （143）
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　西欧における社会的コンテクストのなかで，女性が自分自身のアイデン
ティティを持続するためには，抹消され続けてきた女性の血筋の中に「自
己」を見つけならなければならない。そしてそのためには，父なる言語が
身体と身体の遭遇によって継承してきたものとは異なるもので，女性の肉
体を内側に閉ざすのではなく，外に向かって伝え表すような女の言語が必
要なのである。10カーターはこの女性同士のアイデンティティの継承をス
トーリー中に息づかせるために，母親の勇敢で潔く愛ある生きざまを，娘
である「わたし」に語らせているのではないだろうか。また，電話を媒介
にした母親と娘の言葉のやり取りに於いて，言語化されていない娘の実態
を母親が予見するために「母のテレパシー」（“maternal telepathy”）を，
現代のフェアリーテイルにおける魔法（enchantment）のような小道具に
置き換えて用いることで，母親と娘，あるいは女性同士の関係を，肯定的
にしかも発展性のある方向に導いている。　　　
　Marquisの屋敷は盲学校になり，「わたし」は相続した財産の一部を使
い自活の手段を講じたと思われる。そしてその媒体となるのは，「わたし」
や Jean-Yvesの「音楽」に纏わる技能である。
　We lead a quiet life, the three of us. I inherited, of course, enormous wealth 
but we have given most of it away to various charities. The castle is now a 
school for the blind, though I pray that the children who live there are not 
haunted by any sad ghost looking for, crying for, the husband who will never 
return to the bloody chamber, the contents of which are buried or burned, the 
door sealed.
　I felt I had the right to retain sufficient funds to start a little music school 
here, on the outskirts of Paris, and we do well enough. Sometimes we can 
even afford to go to the Opera, though never to sit in a box, of course. （142-3）
10　Irigaray（1985 : 81-4）を参照。 
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母親が娘を救出し，そこに Jean-Yvesが加わった 3人が自立した新しい生
活を開始するというこのエンディングにこそ，カーターのお伽噺の書き直
しの意味が集約されている。カーターは，あくまでもお伽噺の形式の特質
であるハッピーエンディングにこだわりながら，一方で，その結末に新し
い興味や余白の所在を見出している。それは，いつでもお伽噺のなかで「愛」
とか「子孫の繁栄」とかいう結末を迎えるために隠蔽されてきた女性に纏
わる事柄であって，この作品のなかで強調されているように，女性のセク
シュアルな欲望や母親の子供に対する愛情の肯定であり，または女性同士
の絆がもたらす幸福の可能性なのである。さらに，「わたし」と Jean-Yves
の関係性には，音楽を共通項とした新しいパートナーシップが予見される
だろう。
　No paint nor powder, no matter how thick or white, can mask that red mark 
on my forehead; I am glad he cannot see it－not for fear of his revulsion, since 
I know he sees me clearly with his heart－but, because it spares my shame.
（142-3）
　少女が感じている「恥（“shame”）」とは，ペローの教訓により妻が戒
められた，とどまることのない女性の好奇心に対する罰に当てはまるもの
ではなく，男が提供する誘惑や罠に対して，自己矛盾を覚えながらも，自
分を欺いてはめ込んでいった，というあの過ちに対して感じている「恥」
ではないだろうか。このストーリーには，ペローのようにMoralと題した
教訓は添えられてはいない。しかし，少女は，この「恥」から目を背けず
に，“I remember. . .”と顧みることで自省し，さらに自分の意思で人生を
先へと進めて行くのである。
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　最後に，Jean-Yvesの役割について再び考えてみたい。彼が「わたし」
に寄り添った姿はペローの『青ひげ』に於ける「姉」の存在に近しいこと
は先に触れた。しかしながら，Jean-Yvesの行為の概観を辿りながら，そ
れらを伝統的な「おとぎ話」のプロットとすり合わせるとき，「わたし」
のパートナーという役割以上の Jean-Yvesの機能が浮かび上がってくるよ
うに思われる。第一に Jean-Yvesがピアノの調律師という音調を整える職
業を持っており，「見る」とか「読む」のではなく「聴く」あるいは「語る」
という行為によって人と接するということ，次に彼が「わたし」の心の中
について全てを知っている（ように「わたし」が感じている）こと，言い
換えれば「わたし」が語るべく内容を全て理解している立場にあること，
最後に「村に古くから伝わる若い娘狩りをする侯爵の話」（135）に関する
物語を語る様子がわざわざ言及されている事，などから考えたとき，カー
ターがこの Jean-Yvesに，伝統的なお伽噺における「（全知の）語り手」
あるいは，「口承お伽噺」における「語り手」の機能を残しているとは考
えられないだろうか。ポストモダンの物語のなかに，あえてフェアリーテ
イルの根源的な伝統的要素を留めておく，カーターの手法であると読み取
れなくはないだろうか。
IV.　おわりに
　以上，考察してきたように，カーターはペローによる元来の「お伽噺」
の形式，または Bluebeardのプロットのなかで起こる緊張状態を模倣しな
がら，今を生きる読者，主に女性読者たちに対して，彼女たちの中にも内
在する自己矛盾を修正したり変更したりする可能性を提供することで，共
感を得ているのである。
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Retelling fairy tales 
─ Angela Carter’s The Bloody Chamber （1979）─
Akiko Aida
　　This thesis explores what Angela Carter uncovers and observes through 
her retelling classic fairy tales.　Published in 1979, The Bloody Chamber is 
Carter’s  most acclaimed work, which was a rewritten and revised version of 
Charles Perrault’s Bluebeard （‘Barbe-bleue’）.　Carter regarded the form of 
fairy tale as “the most vital connection we have with the imaginations of the 
ordinary men and women whose labour created our world” （The Virago Book of 
Fairy Tales, ix）.　So in her Bluebeard revision, reproducing the narrative plot 
of Perrault, she updated the motif of the story with a variety of narrative strat-
egies, such as first-person narration and a revision of the happy ending.
　　At the beginning of this thesis, the transforming of fairy tale from ‘oral 
tale’ to ‘literary tale’ by Charles Perrault in the 17th century will be described. 
Perrault is regarded as one of the founders of the ‘literary fairy tale’ in Europe. 
Afterwards, comparing Perrault’s Bluebeard with the story of Carter, I will il-
lustrate how Carter transforms the classical fairy tale into a postmodern one. 
The first-person retrospective style of narration, the bond between female 
protagonist and her mother, and the elusive happy ending will be the focus of 
my discussion.　Carter’s narrative strategies will remind us how victimhood 
for women is often embodied in classical fairy tale.　However, it is important 
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to note that her interest in fairy tales had never led her to adopt any ‘conven-
tional’ form of feminism.　She was remarking on the world for her readers, 
especially for female readers, in an optimistic way.　This is what I would like 
to substantiate through this work. 
　　Moreover, Perrault appended ‘Moral’ to Bluebeard, warning women of 
their curiosity that equals trouble.　The moment curiosity is satisfied, says 
Perrault, “it ceases to exist and it always proves very very expensive.”　But 
Carter doesn’t seem to mention any particular ‘moral’ at the end of her story.　
If so, what is the goal of fairy tale for Carter ?　How is The Bloody Chamber 
appropriate for postmodern readers ?　These topics will be addressed in my 
conclusion.
  
